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N 水質汚濁防止対策

1 .水質汚濁の規制

水質汚濁防止のため、水質汚濁防止法が昭和46年6月に施行され、事業活動に伴う排出水の規制を

はじめ、生活排水対策も含めて国民の健康の保護と生活環境の保全を国る目的で各種施策が講じられて

し、る。

水質汚濁防止法に基づく高砂市内に設置されている特定施設の種類は表4-1に示すとおりであり、

事業所数は16 1である。このうち総量規制の適用を受けるのは41事業所である。

また、瀬戸内海の特殊性と汚海の深刻化に対処するため、水質汚濁防止法の特別法として瀬戸内海環

境保全特別措置法が施行されており、特定施設の設置等に際しては事前評価制度並びに許可制度がとら

れている。平成26年度中に高砂市で縦覧に供された事前評価の件数は4件だ、ったD

法令による規制のほか、環境の保全と創造に関する条例、高砂市環境保全条例及び環境保全協定にお

いても、それぞれの特徴を生かした規制を行っている。

表 4-1 水質汚濁防止法に基づく高砂市内に設置されている特定施設の種類

（平成27年3月末現在）

項番号 特定施設の 類

2 畜産食料品製造業用施設

3 水産食料品製造業用施設

5 みそ・しょう油・グルタミン酸ソーダ等製造業用施設

10 飲料製造業用施設

12 動植物油脂製造業用施設

13 イースト製造業用施設

16 めん類製造業用湯煮施設

17 豆腐又は煮豆製造業用湯煮施設

19 紡績業又は繊維製品製造若しくは加工業用施設

21 化学繊維製造業用施設

23 パルプ、紙又は主防自工品製造業用施設

23の 2 新開業、出販業、印刷業又は製版業用施設

26 無機顔料製造業用施設

27 前2号以外の無機化学工業製品製造業用施設

30 発酵工業用施設

32 有機顔料又は合成染料製造業用施設

33 合成樹脂製造業用施設

34 合成ゴム製造業用施設

37 前6号以外の石油化学工業用施設

38 石けん製造業用施設

39 硬化油製造業用施設
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40 I 脂肪酸製造業用蒸りゅう施設

46 I 2 s号から前号まで以外の有機化学工業製品製造業用施設
47 I 医薬品製造業用施設

53 I ガラス又はガラス製品製造業用施設

54 I セメント製品製造業用施設

55 I 生コンクリート製造業用パッチャーフ。ラント

58 I 窯業原料精製業用施設

60 I 砂利採取業用水洗式分別施設

61 I 鉄鋼建業用施設

62 I 非鉄金j高製造業用施設

63 I 金罵製品製造業又は機械器具製造業用施設

63の 3I 石炭を燃料とする火力発電施設のうち、廃ガス洗浄施設

64の 2I 水道施設、工業用水道施設用浄水施設

65 I 酸又はアルカリによる表面処理施設

66 I 電気メッキ施設

66の 2I 旅館業用施設

66の 5I 飲食店に設置されているちゅう房施設

67 I 洗たく業用洗浄施設

68 I 写真現像業用自動式フイノレム現像洗浄施設

68の 2I 病院に設置される施設

71 I 自動式車両洗浄施設

71の 2I 科学技術に関する研究、試験、検査等の業務用施設

71の 3I 一般廃棄物処理施設である焼却施設

71の 4I 産業廃棄物処由主設

71の 5I トリクロロエチレン テトラクロロエチレン又はジクロロメタンによる洗浄施設

71の 61 トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン又はジクロロメタンの蒸留施設

12 I し尿処理施設

73 I 下水道終末処理施設

74 I 特定事業場から排出される水の処理施設

75 I 指定地域特定施設
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2.生活排水対策

( 1）生活排水対策

生活排水とは、し尿と生活雑排水（日常生活に伴って排出される台所、洗濯、風呂等からの排水）を

いう。生活排水の平均的な発生負荷量（BOD）は、 1人1日当たり約40gであり、そのうち生活雑

排水が約68%にあたる 27gを占めている。家庭から排出される汚濁負荷量は、生活排水の処理形態

により異なっており、なかでも単独処理浄化槽の設置家庭からの汚濁負荷量は大きい（表4-2）。

これらの生活排水は、個々の負荷量は小さいが、総量としては大きい汚濁源となる。

表 4-2 汚濁負荷量源単位（BODg／人 z日）

し尿 生活雑排水 メ口〉、 計

発生負荷量 1 3 2 7 40 

jち くみ取り処理 。 27 2 7 

濁

独浄化槽 4. 5 27 3 1. 5 

帯

合併処理浄化槽 4 4 

本市では、生活排水対策として後述の下水道の整備と併せて、平成6年度から下水道事業計画広域で

あって、当分の問、下水道の整備が見込まれない区域にあっては、下水道が整備されるまでの問、合併

処理浄化槽による個別処理方式をすすめている。

合併処理浄化槽については、 「合併処理浄化槽設置整備助成制度j を設け、設置費の一部を助成し、

倍人負担額について融資するなどにより、その普及促進に努めている。平成26年度はγ基の合併浄化

槽について助成を行ったO

また、家庭における汚濁負荷量の低減のため、啓発パンフレット等を作成し、 PRに努めている。

(2）高砂市公共下水道の概要

本市は、昭和26年に公共下水道事業の認可を受け、翌27年に着手し現在に至っている。その問、

昭和40年11月1日に高砂浄化センター合流処理施設が供用開始となり、昭和59年7月1日には伊

保浄化センターが供用開始となったO 平成7年2月1日には高砂処理区のうち分流区域の汚水を処理す

るために、高砂浄化センター分流処理施設が供用開始となったD

本市の公共下水道計画は、新幹線以南の単独公共下水道区域と以北の流域関連公共下水道区域に分類

される。

単独公共下水道及び流域関連公共下水道は市独自で整備を進めているが、流域関連公共下水道は県施

工の流域下水道（高砂幹線）に接続が完了し、幹線管渠の延伸、面整備の促進中である。

単独公共下水道区域のうち、北浜処理区については姫路市との広域処理で、当処理広から排出される

汚水は姫路市大塩終末処理場にて平成7年3月31日から処理開始となった。

各処理区の概要は次表のとおりである。
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処理区名 排除方式 計画処理面積（ha) 計画処理人口（人） 処理場名称

分 流 182 11,500 

単
声1 砂

一部合流 (188) (11, 400) 
高砂浄化センター

1虫 492 33, 100 
伊 保 分 流 伊保浄化センター

iトλ、 (526) (33, 000) 

士／と、 58 3,400 姫路
北 浜 分 流

(124) (3, 700) 大坂終末処理場

流域 669 43,450 兵庫県加吉川下流
加古川下流 分 流

関連 (1, 126) (45, 800) 浄化センター

メ口〉、 計
1, 401 91,450 

(1, 964) (93, 900) 

（注）上段は事業認可、下段は全体計画。

平成27年3月末における本市の整備状況は、処理開始面積が1, 362h a、処理人口が88, 6 

1 9人で、行政人口（93, 5 0 5人）に対する人口普及率は94. 8%である。
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3 水質環境調査

( 1）河川調査

①調査概要

本調査は河川の水質と底質の実態を把握し、環境保全対策に資するために定期的に実施している

ものであり、平成26年度は水質調査を2河）112地点で6問、 3河川6地点で12回、底質調査を

4河）114地点で1回実施した口

調査地点は、国4-1に示している。

②調査結果

ア水質

（項目別）

健康項目（カドミウム、全シアン、鉛、六価ク口ム、総水銀、 Pc B他21項目）については、西浜
J 11 （西浜川起点）、天J11 （天:J11橋）、松本初11（松揚橋）、法華山谷川I（千鳥橋）、加古川（相生橋）の5河

JI! 5地点において調査を実施した。ふっ素及びほう素以外は、いずれも基準値以下で、あった。西浜川の

ふっ素及び松村川以外の4地点のほう素が基準｛晶活品したが、測定地点は感瀬域であり、海水に含まれ

ているふっ素及び、ほう素の影響と考えられる。

また、基準値以下ではあるが西浜JIiでジクロロメタンが基準値0.02mg/Qに対し、 0.005mg／立と検出さ

れた。

その他はし 1ずれも基準値以下で、汚染は認められなかった。

生活環境項臣については、全地点とも全般的に大きな変化はみられなかった口

（河川131J)

・西浜J11は、 pHについて異常は認められなかったO DOが低い時があったが、経年的に大きな変化は

認められなかったO

・天川は、 pHについて異常は認められなかった。大腸菌群数が一日勃句に高い時もあるが、台風通過後

にサンプリングをしたためと思われる。 BOD、SSは加古川と間様に良好であり、 COD、DOは

加古川に次いで良好な値を示していた。

その他の項目についても市内の河川の中では比較的低い値を示していた。

以上を総合すると、創支にわたり加古川に次いで良好な水質であり、経年的にも大きな変化は認めら

れなかった。

－松本ナ）11は、 pHについて異常は認められなかったO BOD、COD及びSSは例年と陪様に比較的高

い値を示した。大腸菌群数が一日朝令に高くなった時があるが、台風通過後にサンプリングしたためと

思われる。

今年度も松村J11は生活系排水の影響を受け、全般にわたり高い値を示しており、経年的にも大きな変

化は認められなかったO

・法華山谷川は、 pHについて異常は認められなかったD 生活環境項目全般において他河川と比較して

高い値を示していた。総命軍動公関前においては、 BOD、SS、COD等が高しオ誼を示していたが、

下流の千鳥橋では、海水の流入により水質の改善がみられた。大腸菌群数が－a寺的に高くなった時が

あるが、台風通過後にサンプリングしたためと思われる。

以上を総合すると、今年度も法華山谷川は生活系排水の影響を受けて全般にわたり高し恒を示してお

り、経年的にも大きな変化は認められなかったO
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－加古川は環境基準B類型に設定されており、生活環境項目（PH、BOD、SS、DO、大腸菌群数）

の環境基準値が定められている。

環境基準の適応状況については、 pHは加古川堰堤で環境基準を超える時があったO

大腸菌群数が－a柏句に高くなった時があるが、台風通過後にサンプリングしたためと思われるO

BOD及び大腸菌群数は加吉川堰堤、相生橋ともに環境基準を超える時があった。

s S、DOは及びBOD75%値は環境基準以下で、あったO
BOD及びDOの経年変化をみると、加古川堰堤、相生橋とも横ばし1状態である。

全窒素、全りん及びその他の項目においては、他河川と比較して低い値を示した。

以上を総合すると、今年度も加吉川は市内の5河川の中で最も長好な水質であり、経年的にも大きな

変化は認められなかったO

調査結果は、表4-3、図4-3、4-4に示している。

イ底質

震質中の有害物質については、各河川の下流部で調査を実施した。

総水銀、 PCBとも暫定徐去基準値を超えるものはなく、また、カドミウム、鉛について法華山谷川I（千

鳥橋）でこれまでより比較的高い数値を示した。

底質の調査結果は、表4-4に示している。

③ 迫力口調査

西浜JIiにおいて12月度調査でジクロロメタンが検出されたため、問地点及び上流2地点でジクロロメタ

ンの測定を実施した。 2地点で、は検出下F閉症以下だ、ったが、 1地点で0.02mg/Qだ、ったO

検出された水系に排出し、ジクロロメタンを取り扱う事業所に立入するとおもに、今後も維発売して注視

してし1く。

(2）海担方舟査

①調査概要

本調査は海域の水質と底質の実態を把握し、環境保全対策に資するために定期的に調査を行っているも

ので、平成26年度は水質調査を11地点で2問、底質調査を5地点で1回それぞれ実施した。

調査地点は、図4-2に示している。

②調翫操

ア水質

（健康項目）

健康項目（カドミウム、全シアン他5項目）については、曽根港、伊保港、高砂西港、高砂本港の4地

点で調査を鶏包したが、全て環境基準以下で、あった。

（生活環境項目等）

－皆毒区域（調査地点q沼溜渇⑪）

この区域はli:iJ)I iの流入があり、生活排水、工場排水による影響が比較的大きしL これらの調査地点

のうち、曽根港、高砂西港、高砂本港は環境基準のC類型に設定されており、 pH、COD及びDO

の環境基準が定められている。

また環境基準が設定されていない伊保港、堀川についても、他の調査地点と同様の値を示した。

CODの経年変化は、横ばし1状態である。
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－高砂地先（調査地点笹沼沼ゆ）

沿岸のこれらの区域はいずれもB類型に設定されており、伊保港訂にてpHとCODが基準値を超

過した時があったO 他は基準値以下だ、ったD

・高砂商港沖（調査地点＠渇）

高砂西港沖は2地点で調査を知毎しており、沖合1.5k mの地点はB類型、沖合3kmの地点はA

類型に設定されている。環境基準との適合状況は、高砂西港沖1.5 k m地点で、は基準内で、あったが、

高砂西港沖3km地点で、はpHとCODが基準値を超過していた。イ也は基準値以下で、あったO

全りんについては、高砂西港、沖合1.5k mの地点は血類型、沖合3kmの地点はH類型

に設定されており、環境基準は年間平均値で判断する。全窒素・全りんとも基準値以下で、あったD

また、高砂西港沖2地点では、大腸菌群数とnーヘキサン抽出物質の調査を実施した。大腸菌群数

の環境基準値が設定されている高砂西港沖3kmで、は、基準値以下だ、ったO 環境基準値が設定されて

いない高砂西港沖1.5k mで、も、低し1値だった。 n－ヘキサン抽出物質は両地点とも全て検出されず、

環境基準値に適合していた。

調査結果は、表4-5、密4-5に示している。

イ底質

曽根港、伊保港、高砂西港、高砂本港の5地点（うち高砂西港2地点）で、カドミウム、鉛、、総水銀、

PC B等の底質調査を実施した。

そのうち、総水銀及びPc Bについては暫定除去基準が定められている。調査結果は、いずれも暫定
除去基準内で、あった。

また、カドミウム、鉛についてはこれまでの結果と比較して特に目立った変化はなかったO

調節操は、表4-6に示している。
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⑦ 

⑤ 

② 

法

① 臨浜JII起点⑥ 総合運動公菌前
② 天神橋 ⑦ 加古川堰堤
③③天JII橋 ⑧⑮相生構

④CID松揚橋
⑤⑤千鳥構

①～⑧水賞説査地点
③～⑮底葉謂査地点

図 4-1 湾J11調査地点図

／／ 

率二8語審奪還長／／ 

図 4-2 海域誤査地点図
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（生活環境項自等）

類 期 pH 

i可川名 No. 調査地
点、

最小 （最
型 関

最大
min 

最大
min 

商浜川
西浜）11 5.9 

一／6
1.1 
一／6

起点 7.6 2.0 

天神構
6.7 

一／12
1.1 
一／122 

天川
8.2 2.4 

5.9 0.7 
3 天川i檎 一／12 一／12

8.1 2.6 

松村）11 4 松陽嬬
7.5 

一／6
1.8 
一／6

8.6 2.9 

5 千鳥橋
5.8 

一／12
1.2 
一／12

法華山 8.0 2.8 
谷川
6 
総合運動 6.3 

一／12
1.4 
一／12

公園前 8.9 4.3 

加吉）11 7.3 
2/12 
0.8 
0/12 7 

i寝堤
日 ロ

加古川
9.1 2.7 

6.6 0.7 
8 相生橋 B ロ 1/12 0/12 

8.6 2.7 
』、1

αコ
全りん アンモニア性輩素

河川名 No. 
調査地

(mg/Q) (mg/Q) 
点
最小 最小

平均最大 k/n 平均 最大 k/n 

西浜川
西浜J11 0.064 

2/2 0.10 
0.12 

2/2 0.15 
起点 0.14 0.17 

2 天神橋

天 J11 

3 天川i檎
0.098 
2/2 0.124 

0.15 
2/2 0.18 

0.15 0.20 

松村－J11 4 松陽橋
0.13 
2/2 れつの

0.11 
2/2 0.13 

0.27 0.14 

5 千鳥矯
0.11 
2/2 0.18 

0.09 
2/2 0.15 

法華山 0.24 0.20 
谷川 、八一J

6 
lj'•lニ．、 l::J >=c>"N 

7 
加古川

加古川
壊堤

8 相生橋
0.065 
2/2 

0.01 
2/2 0.02 0.074 

0.083 0.02 

表4-3 平成26年茂 河川水費調査結果総括表

BOD COD SS DO 

(mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) 

日開平均鑑 最小 最小
平均
最小

% 
平均伸央催 75均値 最大

平均
最大
min 

最大
min 平均

1.6 1.4 1.9 
3.0 
4.1 
くl
一／6 3 

3.7 
一／6 7.3 

6.2 5 12 

1.5 1.3 1.7 
3.2 
4.6 
くl
一／12 5 

6.8 
一／12 9.7 

6.9 15 14 

3.3 4.8 l 6.0 
1.7 1.4 2.0 一／12 5 一／12 9.0 

6.7 17 13 

2.3 2.3 2.5 
3.4 6.5 3 一／6 12 

4.3 
一／6 7.7 

9.8 16 13 

1.8 1. 7 1.8 
1.9 
5.2 
2 
一／12 10 

4.2 
一／12 7.9 

7.6 21 14 

2.6 2.4 2.6 
5.2 7.4 9 一／12 21 

4.4 
一／12 8.3 

9.3 61 15 

。1.8 2.1 
2.9 4.5 3 0/12 8 

7.0 
0/12 9.7 1.7 

7.1 21 13 

2.8 2 7.0 。1.5 1.3 1.7 4.6 0/12 9.7 
6.8 25 14 

亜硝椴性蜜素 硝酸性窒素 りん酸性りん
陰イオン界面
活性剤

(mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) 

最小
k/n 平均

最小
k/n 平均

最小
k/n 平均

最小
k/n 平均

最大 最大 最大 最大

0.020 
2/2 0.025 

0.07 
2/2 0.13 

0.029 0.18 

0.05 
2/2 0.08 

く0.01
1/2 0.02 

0.11 0.02 

0.021 
2/2 0.025 

0.35 
2/2 0.51 

0.09 
2/2 0.10 

0.01 
2/2 0.01 

0.029 0.67 0.10 0.01 

0.024 
2/2 0.027 

0.46 
2/2 0.68 

0.12 
2/2 0.15 

0.01 
2/2 0.02 

0.030 0.89 0.18 0.02 

0.029 
2/2 0.030 

0.39 
2/2 0.48 

0.10 
2/2 0.13 

0.01 
2/2 0.02 

0.031 0.57 0.16 0.02 

0.005 
2/2 0.007 

く0.05
1/2 0.42 

0.01 
2/2 0.03 

0.01 
2/2 0.01 

0.008 0.78 0.05 0.01 

大腸閣群 全議素

(MPN/lOOmQ) (mg/Q) 

最小
min 平均

最小
k/n 

最大 最大

1,700 
一／6 13,000 

0.62 
2/2 

49,000 0.65 
490 

140,000 
一／12 15,000 

1,300 
一／12 46,000 

1.0 
2/2 

350,000 1.1 

17,000 
一／6 48,000 

1.2 
2/2 

130,000 1.2 

1,400 
一／12 54,000 

1.0 
2/2 

350,000 1.1 

1,400 
一／12 33,000 

70 

170 

240,000 

110,000 
2/12 12,500 

0.54 
2/12 22,100 2/2 

240,000 1.0 

備考 m：環境基準に適合しない検体数

n：総検体数

k：報告下限値以上の検体数

平均：報告下限値以上の単純平均

金シアンのNDは、0.1mg/Q未満を示す

PCBのNDは、0.0005mg／立来慌を示す

報告下限値：：全蛮索 0.04 mg/Q 

全りん 0.003 mg/Q 

アンモニア性窒素 0.05 mg/Q 

亜硝酸性議素 0.005 mg／息

硝酸性窒素 0.05 mg／。

りん酸性りん 0.01 mg／立

強イオン界面活性剤 0.01mg/Q 

平均

0.64 

1.0 

1.2 

1.1 

0.77 



（健康項目）

カドミウム 全シアン 鉛 六鏑クロム ひ素 総＊銀 アルキノレ水銀 PCB ジクロロメタン 四塩化炭素
1,2－ジクロロ 1,1－ジクロロ シス1,2ージク
エタン エチレン ロロエチレン

河）I i名 No. 調査 (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg／β） (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q,) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) 
地点

最大値 min 最大値 min 最大値 min 最大｛直 m/n 最大値 min 最大値 min min 最大値 min 最大値 min 最大値 min 最大値 min 最大値 min 最大鑑 min 

西浜J11 西浜川 く0.001 0/2 ND 0/2 く0.001 0/2 く0.01 0/2 0.001 0/2 く0.0005 0/2 ND 0/2 ND 0/2 0.005 0/2 く0.0002 0/2 く0.0004 0/2 く0.002 0/2 く0.004 0/2 
起点

2 天神橋
天川
3 ，，檎 く0.001 0/2 ND 0/2 0.001 0/2 く0.01 0/2 0.003 0/2 く0.0005 0/2 ND 0/2 ND 0/2 く0.002 0/2 く0.0002 0/2 く0.0004 0/2 <0.002 0/2 く0.004 0/2 

松村川 4 松腸橋 く0.001 0/2 ND 0/2 く0.001 0/2 く0.01 0/2 0.001 0/2 く0.0005 0/2 ND 0/2 ND 0/2 く0.002 0/2 く0.0002 0/2 く0.0004 0/2 く0.002 0/2 く0.004 0/2 

法華山
5 千鳥橋 く0.001 0/2 ND 0/2 く0.001 0/2 く0.01 0/2 0.002 0/2 く0.0005 0/2 ND 0/2 ND 0/2 く0.002 0/2 く0.0002 0/2 く0.0004 0/2 く0.002 0/2 く0.004 0/2 

谷川
6 
総合連
言語公園

7 
加古川

加古川
壊堤

8 相生様 く0.001 0/2 ND 0/2 く0.001 0/2 く0.01 。／2 0.001 0/2 く0.0005 。／2 ND 0/2 ND 0/2 く0.002 0/2 く0.0002 0/2 く0.0004 0/2 く0.002 0/2 く0.004 0/2 

「 j

<:.D 
1,1,1－トリ 1,1,2ートリ トリクロロ テトラクロロ 1,3－ジクロロ チオベン 1, 4－シ手オキサ

チラウム シマジン ベンゼン セレン
同間交慌議索

ふっ素 ほう素
クロロエタン クロロエタン エチレン エチレン プロベン カノレブ llll ーヨ魚、 ン

河川名 No. 
調査

(mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) 
地点

最大値 min 最大鑑 min 最大値 min 最大鑑 min 最大値 min 最大値 min 最大鑑 min 最大値 min 最大｛直 min 最大値 min 最大値 min 最大値 min 最大値 min min 

西浜川
西浜）, , 

く0.0005 0/2 く0.0006 0/2 く0.002 0/2 く0.0005 0/2 く0.0002 0/2 く0.0006 0/2 く0.0003 0/2 く0.002 0/2 く0.001 0/2 く0.001 0/2 0.20 0/2 1.0 2/2 4.9 2/2 く0.005 0/2 
起点

2 天神橋
天川
3 天川橋 く0.0005 0/2 く0.0006 0/2 く0.002 0/2 く0.0005 0/2 く0.0002 0/2 く0.0006 0/2 く0.0003 0/2 く0.002 0/2 く0.001 0/2 く0.001 。／2 0.70 0/2 0.4 0/2 1.6 2/2 く0.005 0/2 

松村）, , 4 松陽橋 く0.0005 0/2 く0.0006 0/2 く0.002 0/2 く0.0005 0/2 く0.0002 0/2 く0.0006 0/2 く0.0003 0/2 く0.002 0/2 く0.001 0/2 く0.001 0/2 0.91 0/2 0.1 0/2 0.06 0/2 く0.005 0/2 

山
5 千鳥橋 く0.0005 0/2 く0.0006 0/2 く0.002 0/2 く0.0005 0/2 く0.0002 0/2 く0.0006 0/2 く0.0003 0/2 く0.002 。／2 く0.001 0/2 く0.001 。／2 0.60 0/2 0.4 0/2 1.6 1/2 く0.005 。／2

谷川
6 
総合連
動公園

7 
加古川

加古川
堰堤

8 相生橋 く0.0005 0/2 く0.0006 0/2 く0.002 0/2 く0.0005 0/2 く0.0002 0/2 く0.0006 0/2 く0.0003 0/2 く0.002 0/2 く0.001 0/2 く0.001 。／2 0.79 0/2 0.76 0/2 2.1 1/2 く0.005 。／2



mg/Q 1西浜川起点 mg／立 2天神橋
12 12 

一合－BOD75%値

10 10 
一機…DO

8 8 

6 6 

4 4 

2 2 

。 。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

mg/Q 3天川橋 mg/Q 4松陽橋
12 12 

10 10 

8 8 

6 6 

4 4 

2 2 

。 。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

mg/Q 

12 
5千鳥橋 mg／立

12 
6総合運動公園

10 10 

8 8 

6 6 

4 4 

2 2 

。 。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

mg／旦

12 
7加古川堰堤 mg/Q 

12 
8相生橋

10 10 

8 8 

6 6 

4 4 

2 2 

。 。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

図4 3調査地点別経年変化（BODは75%値・DOは年間平均値）

-80-



PH 一←天｝, , （天｝, ，橋）

…合一法華山谷川

9.0 ート加古川（相生矯）

8.5 

8.0 

7.5 

7.0 

6.5 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

月

BOD 
mg/Q 

8 

6 

4 

2 

。
4月 5月 6月 7月 8月 ヲ月 10月 1 1月 12月 l丹 2月 3月

月

DO 
mg／立

12 

8 

4 

。
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月

月

図4-4河川別月変化

噌

2
ioo 



表 4-4 平成 26年度河川底質調査結果

調査月日 平成 26年 6月 11日

記 含水率 強熱減 カドミウム Jタ八／ロ＼ 総水銀 PCB  

調査地点

アEデヨ （%） （%） (mg/kg) (mg/kg) (mg/kg) (mg/kg) 

天川
A 28.4 3. 0 0. 15 23. 0 0. 05 く0.01
（天川橋）

松村川
B 25. 3 2. 7 0. 14 14. 0 0. 02 0.01 
（松揚橋）

法 山谷川
c 50.8 12. 9 0. 54 60. 0 0.04 0.09 
（千鳥矯）

力2 J 11 
D 20.3 3. 2 0. 11 11. 4 0.03 く0.01
（相 橋）

備 定除去基準値（ 4交点の 均値）

総水銀 25mg/kg以上

PCB  lOmg/kg以上

報 下限値

カドミウム 0. 20m g/kg 

安全 1. OOm g/kg 

総水銀 0. Olmg/kg 

PCB  0. Olmg/kg 

つ中。。
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表4-5 平成26年度海域水費調査結果総括表
総 w 王民 討

カドミウム 金シアン fil 六ldhク口ム 総水ii

？も 店潟支fj出J気 （初日le) (mg/e) (mg/C) (mg/C) (mg／立）

後，i、 1泣，J、 後小 長を小 I泣小
m/n 平均 m/n 平均 min 平均 min 平均 min 

長主大 主E大 絞大 後大 五i：た

i空機滋 。／2 く0.001 。／I ND 。／2 <O. 001 。／2 く0.01 。／2
く0.001 ND く0001 く0.01 <O. 0005 

2 j潟紗筏j控 。／2 くo.001 。／I 討。
く0.001 
。／2 0. 001 。／2 く0.01 。／2

く0.001 ND 0. 001 <O. 01 <O. 0005 

3 i潟砂本i告 。／2 く0.001 。／I 到。 。／2 く0.001 。／2 く0.01 。／2
く0001 ND く0.001 く0.Ol く0.0005 

4 {JI係i品口

5 神戸製綴所前

6 

7 カネカ自1j

日

9 

10 {JI保持主 。／2 <O. 001 。／I 目。
0. 001 
。／2 0. 002 。／2 く0.Ol 。／2

<O. 001 ND 0. 002 く0.Ol く0.0005 

ll ilBJII 

fセ r,r, 高t 喧も Jfj 防 J、S与 の ft!! 

－全りん
会後楽 食りん アンモニア伐さ誌議長 lif'il'I＇史的：家主持

ぬ込 i級交 1也 （訂g/Q.) (mg/Q) (mg/Q) (mg/Q) 
｝。コ‘、－、

ヨ鷲1l ；｛話vi
f注ノj、

min 平均
絞，i、

min ヰL ｝与
立i;,J、

k/n 平均
絞小

k/n 平均
j企大 i設大 長支火 f位大

¥'!H投i品 III 1 

2 政i砂illH些
0. 28 0. 031 <O. 05 0. 06 

II[ イ 33 。／2 o. 032 1/2 0. 08 2/2 0. 07 
0. 38 0. 033 0. 10 0. 07 

3 ii~砂本滋 Ill イ

・l (JI保滋口 Ill イ

5 神戸製5韓日Irr狗 III イ

0. 23 0. 030 くo.05 
0 05 

く0.OS 
6 Ill イ 。／2 0. 24 )/2 0. 030 1/2 l/2 0. 05 

0. 2,l 0. 030 o. 05 0. 050 

7 カネ力的 II[ イ

8 ド，， Ill イ

0. 21 0. 0[9 <O. 05 
9 II イ 。／2 0. 2・1 。／2 0. 02-1 l/2 

+r 
0. 05 

0. 27 0 028 0. 09 

IO f)I｛思；｛主

ll 総JII

※有審物質について、金シアンは最大｛度、その他項目は年間平均値で評価する。

※全窓索、金りんの環境基準適合については年間平均値、その他項罰については臼開平均値で評価する。

PCB 

（閉店／Q.)

平均
絞4、

min 
後大

<O. 0005 。／2
出IJ

く0.0005 。／2
ND 

<O. 0005 。／2
ND 

(0. 0005 。／2
出［）

の I民 0 

縦約百主役後議長

(mg/Q) 

長を小
k/n lj＇.必j

i泣火

<O. 005 
1/2 0. 018 

0. 030 

<O. 005 
l/2 o. 015 

0. 024 

0. 006 
l/2 0. 01・1 

0. 021 

lli 議t JJ); tfj 自

Ml罰金・政的西空tt後継
COD 平 I飛 DO 

大 II持関 Ur- 数
(mg/Q) 

平均
義主！］、

min 
弘主大

ND 

0. 065 
Nil 。／2
0. 073 

刊訂

o. 079 
。／2

0. 079 

0. 056 
。／2

0. 071 

能。

り／ν自主｛生りん

（πg/Q) 

去を小
均

長主火

0. 01 
l/2 0. Ol 

0. 01 

く0.01 
l/2 0. 01 

0. 01 

。／2 0. 01 
(0. 01 

pH 
(mg／立） (mg／立）J:lj 

l:!l えH、 経，J、 min 小守 m/n lf i句均 min 
Ji%火 抜大 紋大

7. 4 2. I 
c イ 。／2 。／2

8 0 2. 9 

品。 2. 3 
0. 069 c ζ2 。／2 。／2

8. 0 3 5 

c 口
7. 9 
。／2
2. 0 
。／2

7 9 3. l 

[l 
7. 2 2. 3 
口 l/2 l/2 

8. 0 3. 3 

8. 0 2. l 
B J:] 。／2 。／2

8. 0 3 0 

0. 079 [l 
7. 8 
口 。／2

2. 3 
。／2

8. l 2. 7 

8 0 2. 0 
B 口 。／2 。／2

8. 0 2. ・I 

7. 9 2. ・I 
B 口 。／2 。／2

8. 0 2. 9 

7. 6 2. 0 
0. 064 A イ l/2 l/2 

8. I 2. ・I 

7. 0 2. 6 
ー／2 ー／2

7 9 ・l 5 

7. 8 2. 3 
ー／2 /2 

7 9 3. 4 

徽考 m ：環境基準に適合しない検体数

11：総検体数

k：報告下限値以上の検体数

10 
2. 5 

II 

8. 4 
2. 9 

10 

8. 8 
2. 6 

II 

8. ・l 
2. 8 

II 

10 
2. 6 

ll 

7. 7 
2 5 

II 

9. 8 
2. 2 

10 

官 1
2. 7 

12 

8. 5 
2. 2 

10 

9. l 
3. 6 

II 

8. 5 
2. 9 

8. 7 

。／2 II 

。／2 日2

。／2 9. 9 

。／2 9. 7 

。／2 ll 

。／2 9 .. j 

。／2 9. 9 

。12 II 

。12 9. :i 

ー／2 10 

ー／2 8. 6 

(Ml明／IOOmQ.)

j政,j、
m/n 均

i立大

く2
山／2 240 

2・10 

く2
。／2 8 
8 

平均：報告下眼健米満の数値については、報告下限値の数値として取級い、

平均したもの

金シアンのND は、 0.lmg/Q米満を示す

PC BのNDは、 0.0005mg／立米満を示す

n－ヘキサン抽出物質のNDは、 0.5mg/Q.未満を示す

報告下娘値：アンモニア性議索

亜硝酸性きま索

硝酸性窒素

りん酸性りん

0. 05 mg/Q. 

0. 005mg/Q, 

0. 05 mg/Q 
0. 01 mg/Q, 

n時ヘキザンj]IJ/Jj物i1

(mg／世）

fルj、 min ljc I句
必大

。／2 おり
Nil 

。／2 出IJ
NO 



mg/Q 
12 

10 

8 

6 

4 

2 

。

mg/Q 
12 

10 

8 

6 

mg/Q 
10 

8 

6 

4 

2 

。

アカネカ前 mg/Q 
12 

10 

8 

6 

4 

2 

。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

9 高砂西港沖3;0km mg/Q 
12 

10 

8 

6 

4 

2 

。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26伍 i音

11堀川

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度
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8高砂海浜公園沖

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

10伊保港

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度



mg/Q, アカネカ前 mg／。 8高砂海浜公園沖
12 12 

10 10 

8 8 

6 6 

4 4 

2 2 

。 。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

l~g/Q, 9高砂西港沖3.0km mg/Q, 10伊保港
12 

10 10 

8 8 

6 6 

4 

2 

目 。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

mg/Q, 
10 

11堀川

8 

6 

4 

2 

。
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年度

F
h
u
 
oo 



表 4-6 平成 26年度海域底質調査結果

調査月日 平成 26年 5月 14日

記 含水率 強熱減量 カト守ミウム

調査地

｛デl （%） （%） (mg/kg) 

a 曽根港 56. 6 10. 1 0.69 

b 伊保港 50. 7 9. 1 0. 80 

c 高砂西港 38.2 5. 8 0.44 

d 高砂本港 33.8 5.9 0. 43 

備考 1；暫定除去基準値（ 4交点の平均値）

総水銀 25mg/kg以上

P C B lOmg/kg以上

報告下限値

カドミウム 0. 20mg/kg 

鉛 1.OOm g/kg 

総水銀 0. Olmg/kg 

PCB 0. OOlmg/kg 

主合 総水銀

(mg/kg) (mg/kg) 

62.9 0. 20 

46. 2 0. 22 

32.9 0. 55 

31. 7 0. 87 

備考 2；高砂酉港の Pc Bについては 2地点でサンプリングした。

(Clは埋立地になったため調査対象外となった）

PC  B以外の項目については地点C2で分析。
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PCB 

(mg/kg) 

0. 049 

1. 26 

C2 3. 38 

C3 2.26 

0. 090 



4 高砂本港追跡調査

高砂本港の水銀汚染汚泥は昭和48年から昭和49年にかけて、汚染原園者である鐘淵化学工業開高

砂工業所（現（関カネカ高砂工業所）が波諜し、その固化汚泥を同工業所内に盛立している。この凌凍工

事完了後の追跡調査として、間港内の成質中の水銀含有量調査及び、国化汚泥盛立地周辺等の地下水の水

銀含有量調査を実施した。

高砂本港における水銀を含む底質の除去基準は、 4交点の平均値25mg/kgであり、平成26年度の調

査でも4交点の平均値は0.70～ 1. 67mg/kgと底質の除去基準値よりはるかに低い値で、あったO

また、同工業所の運河閉塞部及び固化汚泥盛立地周辺の地下水の水銀含宥量調査結果は、すべて不検

出だ、ったO

これらの結果から、同港における新たな水銀汚染はなく、また、運河及び毘化汚泥盛立地からの2次

汚染は認められなかったD

調査地点概略閣は図4-6、調査結果は表4-7に示している。
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-88 -

旧運河

16 •• 17 
？「’

公共岸壁



表 4ーア 平成26年度高砂本港水銀追跡調査結果

( 1）底質 調査日平成26年9月18日

調査地点 総水銀（mg/kg) 備 考

1 1. 4 7 －分析は環水管第127号（昭和63年9月8日）の底質調査方法

2 1. 3 9 による。

3 2. 5 6 

4 1. 2 6 
－測定値は、乾泥換算値である。

5 1. 2 1 
・港内4交点の平均値 0.70～ 1. 67 mg/kg 

6 0. 8 3 

7 0. 4 5 

8 0. 9 0 

9 0. 6 5 

1 0 0. 5 6 

1 1 0. 8 9 

(2）地下水

調 地点 総水銀（mg/Q) 

1 6 <O. 0005 

1 7 " 
20 " 
2 1 " 
22 " 
2 3 ！｝ 

24 " 

5 高砂西港等追跡誤査

高砂西港PCB汚染汚泥波諜工事は、昭和51年8月に、また、大木曽水路Pc B汚染汚泥処理工事
は、昭和54年6月にそれぞれ完了したところであるが、その後の同地域のPCBによる影響を把握す

るためPc Bの追跡調査を実施した。
結果はすべて不検出であり、 2次汚染は認められなかったO なお、地点13 （海水）は埋立地となっ

たため採水しなかったO

調査地点は図4-7、調査結果は表4-8に示している。
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調査地点

名 称
調査項目

NO. 

雨 水 1・2 PCB 

地下水 3～9 PCB 

大 1 0・11 PCB 

上流排水 1 2 PCB・COD 

海 水 1 4・15 PCB 

下流排水 1 6 PCB・COD 

e10 

※1 3は埋立地となったため調査対象外
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4-8 平成26年度高砂西港等追跡調査結果

＼〈目 p c B c 。D 
調査泣也京 No 第1回目 第2回目 第1回目 第2@J目

雨 水 1 ND7月 15日 ND 10月20日

(mg/Q ) 2 ND8月 8日 ND 11月25日

3 ND7月15日 ND 10月24日

4 ND7月訪日 ND 10月24日

5 ND7月15日 ND 10月初日

地下水
6 ND7月 158 ND 10月初日

(mg/Q ) 

7 ND7月15日 ND 10月20日

8 ND7月15日 ND 10月208

9 ND7月15日 ND 10月20日

た〉え＝し
10 ND7月15日 ND 10月24日

大

(μg/mう
11 ND7月28日 ND 10月28日

上新説伊k
12 ND7月158 ND 10月初日 6. 1 4.3 

(mg/Q ) 

14 ND7月17日 ND 10月 15日
海 71< 
(mg/f) 

ND7月 17日 ND 10丹15815 

下孫自損伊k
16 ND7月 15日 ND 10月208 5. 1 4.0 

(mg/Q ) 

備考 1 水質のNDは、 0.0005mg/Q未満を示す。
2 大気のNDは、 0.05μg/m3以下を示す。

3 海水調査地点N0 13については、酉港再整備工事によりサンプリングを実施しなかった。
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